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1. はじめに 
現在，ICT技術の急速な発展により，webに含まれ

る情報量は爆発的に増加しつつある．とりわけその増

加量は21世紀に入り著しく，IDCは2020年に40ゼ

ッタバイトにも達すると予想している[1]．さらに，ネ

ットショッピング，ブログ，SNS，スマートフォンの

普及等により，創出される情報の内容も一層多様化が

進み，その情報の利用者であるインターネット利用者

数，及び，人口普及率も増加している[2]．この増加し

た利用者をターゲットとして，企業が情報宣伝等の形

態として，webサイトを利用する機会が増えているこ

とも情報量の爆発的増加に拍車をかけている[3]．この

情報爆発の解決への一歩は必要な情報を容易に取得で

きる検索技術の高度化であり，実際に，webナビゲー

ション，マイニング等，関連技術の研究も多く行われ

ている．しかしながら，現在，web上の膨大な情報量

が要因となり，webマイニングの精度が高いとはいえ

ない状況である．そこで本研究では，webマイニング

の精度を高めるために，対象となるリソースが一定の

規則で記述されているWikipediaに着目して，その活

用を検討する[4]． 
  
2. 目的 
現状におけるweb検索は，検索者が入力する検索キ

ーワードに対して，web上のどのリソースが有効かに

ついての判断に重点をおいている．本研究でのリソー

スとは，検索目的を達成するための要素，または，必

要となる要素の意味である．しかし，この方法では，

キーワードに対する関連性のみが評価されるために，

web上のリソースの内容に対する多面的な評価が不可

能である．そこで，本研究は，web上，および，現 
 

 
図 1 本研究の提案システム

 

実世界で取り上げられている事象の関連を整理し，知

識階層での事象の関連を導き出し，検索行為に対する

多面的な結果の提供，効率的なwebマイニングシステ

ムの提供を目的とする(図1参照)．そして，Wikipedia
を対象のリソースとして，その特徴を活用する．本研

究は，第1段階としてwebマイニングの基盤構築，第

2段階として構築された基盤を利用したwebナビゲー

ションの提供の実現を目指して進める． 
本稿では，第1段階のwebマイニングの基盤構築に

おいて，Wikipediaの構文を分析，解析したデータを

データベースに永続化する知識階層の構築システムに

ついて，webリソースからのメタモデル導出法に関す

る提案として報告する． 
 
3. 調査・解析 
本章では，Wikipediaの構造に関する調査，解析に

ついて説明する． 
Wikipediaの構造を明確にする際に，メタデータを

有益な情報として利用できることが重要である．よっ

て，その意味が共通の認識となっている語彙が必要で

ある．そのためDublin CoreにおけるWikipediaの共

通の認識，webや文書の作者，タイトル，作成日等の

書誌的な情報をメタデータとして記述するためのボキ

ャブラリとして定める必要がある． 
本研究ではメタデータを，Wikipediaにある膨大な

量のデータから目的のデータを取得するために作成す

る．個々の情報にメタデータを付加することにより，

データの性質を的確に反映した検索が可能となる．本

研究では，基本的なメタデータを規格に合わせて整形

し，どのようなメタデータ記述方式にも対応可能に設

計する． 
Wikipediaのデータを解析するには，主として3つ

の手法がある．HTMLを収集して解析する手法，最近

更新された内容として配信されるRSSを解析する手

法，さらに，無償で公開されているダンプデータを解

析する手法である．本研究では，ダンプデータの解析

を行う手法を導入する．無償で公開されているファィ

ルは言語別に jawiki-latest-pages-meta-current.xml
という形で用意されている．このファイルはXML形

式であり，ユーザが独自のタグを指定可能である．ま

たXML言語は，タグを用いた規則的な記述であるた

めに，構造把握が容易であり，膨大な量のデータでも，

構造の理解を行えば，解析分析が容易である． 
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図 2 構築システム

 
4. 構築システム 
本章では，前述した調査結果を踏まえて構築した提

案システムについて言及する (図2参照)． 
第1の機能は，解析・変換機能である．これは，

Wikipediaの構文解析を行いWikipediaに存在するリ 
ソースを取得した後，それらのリソースに含まれる情

報に基づいて，知識階層を構築するリソース選択して

データベースに変換する機能である．第 2の機能は，

データベースに変換されたリソースを表示する機能で

ある(図3参照)． 
 
5. 実験・結果 

webマイニングの対象となるWikipediaのデータが

膨大なため，データベースに構築された知識階層のデ

ータが有用かどうかについての確認が十分とはいえな

い．そこで本研究では，知識階層の有用性の確認のた

めに，データベースに変換されたリソースの件数とそ

のデータの内容を取得するプログラムを実装して，有

用性の評価を行った．テストデータとして13752件の

リソースに対して評価を行った結果，Base Resource
については，文字数の制限による4件のデータを除い

た13748件のデータ内容の取得が確認された．  
 

6. おわりに 
今後は，取得したデータの有用性について，より詳

細な評価を実施して，その結果に基づいてシステムの

改善を行う．その後，webナビゲーション機能の実装，

実装システムの評価，改善，そして，webナビゲーシ

ョンの公開を目的として研究を進める予定である． 
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図 3 変換リソースの表示機能

 




